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日高村立図書館

知香ちゃんはどんな仕事をしてみたい？ と聞

かれました。私は、図書館で働けるだけで幸せだっ

たので、 どんな仕事でもいいです。 言うと笑わ

れました。本の読み聞かせもやりました。子ども

が二人だったけど、喜んでもらえたので、嬉しく

なりました。 （国沢 知香）
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日高村立図書館 仁淀消防組合日高分署

ロープ登はんを見ていると、消防署の人はする
すると速く行っていましたが、僕がやっていると、
怖くはなかったけれど腕が疲れました。基本的な
結索や三角巾の使い方なども学びました。大変な
仕事だったけれど、やりがいがありました。

（山中 敦詞）

放水訓練では、火事の時に着る服も着せてもら
いました。 の使い方も教わり、色々な状況
での救急法を知ることができ、すごく勉強になり
ました。また、体力錬成もやり、一日十キロ近く
を初めて走ってすごく疲れました。 （片岡 正貴）

日目は、加茂中学校に立入検査に行きました。
加茂中学校はあまり直したりするところがなくて
よかったです。あと、分署の方々とカレーを作り
ました。とても自分たちで作ったとは思えないお
いしさでした。 日間、とても貴重な体験ができ
ました。お世話になった方々、本当にありがとう
ございました。 （鞆 毅）

この 日間、消防という仕事について学びまし
た。その中で、常にチームの連携が必要なことや、
人の命を助けるためにみんなで協力して万全の体
制で臨むことが大切だということが分かりました。
このことを忘れず、職業を決める時に活かしてい
きたいです。 （西川 泰史）
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加茂郵便局

郵便局の仕事は、お客様との会話もあります。

この日は、来られたお客様と会話ができ、切手や

おつりを渡した時に、 ありがとう。 と言っても

らえると、本当に嬉しかったです。（正岡 成実）
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月 日 から 日 にかけて、加茂中学校 年生 人が様々な業種
にわたって職場体験学習を行いました。思い描いている将来の夢を、ま
た、現在生活している地域社会を見つめ直すきっかけになったようです。
生徒たちの奮闘ぶりを一部ご紹介します。
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サンクス高知日高店

コンビニはレジで立つだけが仕事ではない、商
品の前出し、トイレそうじなど、たいへんな作業
があって成り立っているのだと思いました。お客
様第一ですから、お客様の使いやすさを考えて、
店づくりをする大切さを知りました。（藤本 知代）

やっぱり仕事をすることで得られる達成感や喜
びが一番です。レジで袋詰をし、 ありがとうござ
いました。またお越しくださいませ。 とあいさつ
すると、 はい、ありがとう。 と言ってくれるお
婆さんや、商品の場所などを私に聞いてくれるお
客さんがいて、嬉しかったです。 （平松由布季）
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サンクス高知日高店 花ハウスまつおか

リボン作りも何回か挑戦しているうちに上達し
てきました。その後、かご花を作りました。 一つ
ひとつの花を生かすように。と言われたので、やっ
てみたら変な形になってしまいました。バラのト
ゲのけや、花の水やりなども体験しました。

（下元 遥）
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中裕建設

現場には、指示をする人や機械を動かす人がた
くさんいました。大型の機械が動いている姿に圧
倒されました。その操作はすごく正確で驚きまし
た。遠くまで現場を見に来たかいがあったと思い
ます。僕も、近くの現場で、暑い中、事業所の方
たちといっしょに作業をさせてもらい、一生懸命
やれたのでよかったです。 （廣瀬 達也）
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高知新聞社

日目は、新聞の仕上げをしました。文章構成
がとても大変で、何度も何度もやり直しをしたの
がとても疲れました。出来上がった新聞を先生た
ちに見せると、かなり評判だったのが嬉しかった
です。 （藤田 勇人）
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屋根の上のガチョウ屋根の上のガチョウ屋根の上のガチョウ

主に食器洗いをしていたけど、だんだん慣れてくると、
接客をやらせていただきました。始めのうちは、緊張し
たり、恥ずかしくて、料理をお出しするのも初めての体
験で、あせったりしました。お客様への気配りが重要な
ことが分かりました。 （岡田 栞）
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海津見保育園

遊ぶ時にちょうど雨がやんだので、外で遊べま
した。いっしょにプールで遊びました。雨が降っ
ていても、園児たちはとても元気なので大変でし
た。いつも元気な子どもにふりまわされているよ
うに思います。あと 日間がんばります。

（岡添 明美）

ひとりの子に肩車をしてあげると、傍にいた子
どもたちも寄ってきて、 あたしもしてー！ ぼ
くもしてー！ と言ってきます。とても困ったけど、
本当は、自分が必要とされているんだなぁと思い、
気持ちが舞い上がってしまいました。（山田 萌）

カエルの体操とよさこいソーラン節を、子ども
たちといっしょに踊れてすごく楽しかったです。
日間、保育園で職業体験をしてすごく楽しかっ

たし、もっと子どもたちと遊んでいたかったです。
将来、保育士になりたいと思いました。

（岡村 知香）
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最初、私も子どもたちも緊張していたけど、私が、
名前なんて言うが？ などと話しかけると、そこ
から会話が広がって、子どもたちの方から、 ゆき
かせんせぇ と呼んでくれるようになって、嬉し
かったです。 （川村 恭加）

子どもたちを見ていて私は、自分の小さいころ
を思い出しました。それで、 私も、始めは自分で
着替えとかもできんかったし、お気に入りの絵本
とか、読んでもらったな。 と思ったりしました。
子どもたちにいろいろ教えて、自分でできるよう
にしてあげる保育士という仕事を、あらためてい
い仕事だと思いました。 （堀岡 知左）
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特別養護老人ホーム コスモスの里

コスモスの里にはたくさん工夫があって、たと
えば、段差がなかったり、手すりがついていたり
したし、ドアの色も、かき色は部屋、緑色はトイ
レなど、お年寄りの立場に立って、いろいろなこ
とが考えられていました。 （戸梶 愛理）

実際自分がやってみると、通じ合わないことが
たくさんあって、大変でした。でも、私のモットー
“笑顔”“元気”“あいさつ”は、いつも心において
働いていたので、お年寄りの方と、日が経つにつ
れて、だんだんととけこめるようになりました。
福祉の仕事の大変さ、楽しさをみんなに分かって
もらいたいです。 （北添 晴香）
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事業所の方からの感想
今年の加茂中の生徒さんは、いろんな面ですごく良かっ
た。マナー、あいさつ、積極性、気配り、他校の生徒と
の協調 …。中 ということもあり、しっかりしてい
るのか。感心させられた。

よく気のつく 名で、好感が持てたのか、子どもたちも
すぐなついて、 お姉ちゃん、お姉ちゃん と、大人気
でした。言葉づかい、あいさつ共に、とても気持ち良く
対応できていました。

一ヶ所の取材で、メモリーカードいっぱいに写真（
枚程度）を撮り切ったのは、彼が初めてでした。よく頑
張りました。

保護者の感想
職業体験に向けての意気込みがよく分かります。体に気
をつけて、がんばってほしいです。いい経験になると思
います。

職業体験、海津見保育園には、本人も通っていただけに、
少し緊張していたようです。でも、 日もたつと、楽し
く、子どもたちと一緒に遊んだり、お昼寝の準備もでき
たようです。色々な仕事ができたと思います。
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こども ばんのくるま ステッカー

役場の公用車や学校の職員の車に こども 番のくるま のステッカーをはりました。

アンパンマンの こども ばんのいえ のステッカーは、子どもたちが困ったときや助けを求める場所として、

村内のたくさんの方に協力いただいております。

今回、村内外で移動する公用車などにも、子どもたちが声をかけたり、 番通報できるようになりました。

また、ステッカーをつけた車が多くなれば、犯罪を未然に防ぐ力にもなるとも考えています。

地域ぐるみで子どもたちを守り育てるために、子どもたちや地域のみなさんにステッカーの目的をご理解いた

だき、ご協力をお願いします。

夏休みを図書館で過ごしませんか？

月の図書館は、毎週金曜日が 夜の図書館 です。

例年通り、ドリンクサービスや を流して、ゆっくりくつろい

で読書を楽しんでいただこうと思っています。今年は、さらに子ども

用と大人用のクイズを用意しています。 回だけではクイズに参加が

できないので、ぜひ続けてきてくださいね。豪華景品（？）が待って

ますよ！

この 夜の図書館 イベントを利用して、子ども教室の発表会もお

こないます。今まで学習してきた成果を茶道クラブの皆さんには、抹

茶サービスで、 日と 日に。英語クラブの皆さんには英語の歌など

の発表で 日に参加していただきます。 日には、朗読ひだかの皆さ

んによるおはなし会も計画しています。毎週金曜日にはご家族そろっ

て図書館においでください。

学習クラブで（はてな？）を解決！居場所を活用しよう

学習を応援している先生がいますので、質問をどしどし受け付けてくれます。ふだんどおりの火曜日と木曜日

の です。プールのあとで、クラブ活動のあとで参加してみませんか？

チャレンジクラブは仁淀川長畑で、 竹飯づくりと火振り漁体験！（申し込みが必要）

英語クラブ、茶道クラブもふだんどおりにやっています。
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月 日には、全校児童 名で、にぎやかに田植えをしました。
今年は、宮ノ谷の大川孝行さんの田をお借りして、もち米作りがスタートしました。
子どもたちは、裸足で深い泥の中に入るという経験が、普段はほとんどありません。最初は、なかなか動きが
とれず苗を手にとまどう姿が見られました。
しかし、応援にかけつけてくれた保護者の方や地域の方の指導をうけて、初体験の 、 年生もしっかり田植

えができました。
田んぼは、学校から少し離れた所にあります。時々、上級生が観察に行って写真を撮り、気づいたことを 学

校田だより の掲示板で下級生に知らせてします。

年 青木 芙優
月 日
今日、田んぼの稲を見に行ったら、手の平より センチくらい大きかった。 日しかたってないのにすごい成

長。これからも、病気にかからずすくすく育ってほしい。

年 山本 綾香
月 日
今日、田んぼに行ったら緑になって、株の数 本、苗の長さは、 センチでした。田の水は、あつかったで

す。蛙になりかけのおたまじゃくしもいました。

年 大川 翔
月 日
久しぶりの雨で、水温が下がって 度になっていまし

た。草丈は、 センチになっていました。
これからも気をつけて観察をしたいです。
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。

一
緒
に
指
導

し
て
く
れ
た
方
が
や
さ
し
か
っ

た
。

家
で
も
絶
対
に
作
っ
て
み

た
い
し
、
家
族
に
も
教
え
た
い
。

ま
た
講
座
を
受
け
た
い
。
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

肢
体
不
自
由
養
護
学
校
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か

【
日

時
】

高
等
部

平
成

年

月

日

時

受
付

時

分

開
会

小
・
中
学
部

平
成

年

月

日

時

受
付

時

分

開
会

【
場

所
】

高
知
県
立
高
知
若
草
養
護
学
校

【
対

象
】

か
ら
だ
の
不
自
由
な
子
ど
も
さ

ん
、
保
護
者
、
関
係
者
等

【
連
絡
先
】

吾
川
郡
春
野
町
弘
岡
下

（

）

（

）

学
校
見
学
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ご
都
合
の
良
い
日

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

月

日
は

屋
外
広

告
の
日

で
す
。
ま
た

月

日
か
ら

日
に
か
け

て
は
、
屋
外
広
告
美
化
旬

間
で
す
。
月

日
（
当

日
が
荒
天
の
場
合
は

月

日

）の
午
前
中
に
は
、

美
化
行
事
と
し
て
、
県
や

関
係
機
関
に
よ
り
違
反
広

告
物
の
一
斉
除
去
作
業
が

行
わ
れ
ま
す
。

除
去
の
対
象
は
、
違
法

に
掲
出
さ
れ
て
い
る
は
り

紙
、
は
り
札
及
び
立
て
看

板
等
で
、
道
路
に
置
か
れ

て
い
る
立
て
看
板
や
電
柱

に
貼
ら
れ
た
は
り
紙
等
は

除
去
さ
れ
、

ヶ
月
間
県

い
の
土
木
事
務
所
で
保
管

さ
れ
た
後
、
廃
棄
さ
れ
ま
す
。

屋
外
広
告
物
は
、
ま
ち
の
景
観

を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
無
断
で

貼
ら
れ
た
は
り
紙
や
管
理
さ
れ

ず
、
放
置
さ
れ
た
立
て
看
板
な
ど

は
、
せ
っ
か
く
の
ま
ち
の
景
観
を

台
無
し
に
し
て
い
ま
す
。
屋
外
広

告
物
は
土
木
事
務
所
の
許
可
を
受

け
た
う
え
で
掲
出
し
、
良
好
な
状

態
で
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

県
い
の
土
木
事
務
所

維
持
管
理
課
維
持
管
理
第

班

違反広告物の一斉除去が行われます違反広告物の一斉除去が行われます



広報ひだか 月号 （ ）

年
金
額
は
据
え
置
き
で
す

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比
が

％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

年
度
の

年
金
額
は
、
昨
年
度
の
ま
ま
据
え
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平

成

年
度
の
老
齢
福
祉
年
金
額
に
つ
き
ま

し
て
も
、
昨
年
度
と
同
じ
く
、
年
額

、

円
に
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
と
の
調
整

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

が
、
恩
給
・
共
済
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

な
ど
、
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
も
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
老
齢
福
祉

年
金
の
一
部
ま
た
は
全
額
が
支
給
停
止
と

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
公
的
年
金
と
老
齢
福
祉
年
金

の
合
計
金
額
が

、

円
（
併

給
制
限
限
度
額
）
に
満
た
な
い
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
全
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

所
得
制
限

本
人
・
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
の
前
年

の
所
得
が
、
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る

場
合
は
、
老
齢
福
祉
年
金
の
一
部
ま
た
は

全
額
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。
所
得
制

限
限
度
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
扶
養
親
族

の
数
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担
当
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
払
い
は
年

回
で
す

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
毎
年

月
、

月
、

月
（
受
給
権
者
が
請
求
し

た
場
合

月
）
の

回
で
す
。
支
払
月
の

日
以
降
に
、
証
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

郵
便
局
に
て
受
け
取
り
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（

日
が
土
日
・
祝
日
の
場
合

は
、
そ
の
前
日
か
ら
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
）。

国
民
年
金
証
書
の
提
出
は
お
忘
れ
な
く

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た

ら
、
国
民
年
金
証
書
を
す
み
や
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
次
回
の

支
払
期
ま
で
に
証
書
を
お
返
し
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
年
金
の
支
払
い
が
遅
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
盆
時
期
の
年
金
相
談
は
午
後

時
ま

で
月

日

か
ら

月

日

は
、
県

下

つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、

年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後

時
ま
で

延
長
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

毎
週
月
曜
日
も
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を

午
後

時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

第

土
曜
日
は
年
金
相
談
日

月

日

は
、
県
下

つ
の
社
会
保

険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前

時

分
か

ら
午
後
四
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
及
び

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

月

日

も
午
前

時

分
か
ら
午
後

時
ま

で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。国

民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付

期
限
で
す
。
期
限
内
に
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、
便

利
で
お
得
な

口
座
振
替

を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相

談
の
お
知
ら
せ
（

月
）
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入
院
時
食
事
療
養
費
減
額
認
定

書
の
更
新
及
び
申
請
に
つ
い
て

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
方
が

入
院
し
た
時
は
、
申
請
に
よ
り
入

院
中

日
の
食
事
代
に
か
か
る
費

用
の
う
ち
、
標
準
負
担
額
を
被
保

険
者
の
方
々
に
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
残
り
の
入
院
時
食
事
療
養
費

と
し
て
国
保
が
負
担
し
ま
す
。

平
成

年
度
に
申
請
を
し
て
頂

い
て
、

月
以
降
も
入
院
を
さ
れ

る
方
は
更
新
が
必
要
で
す
。
申
請

の
手
続
き
は
お
手
元
の
証
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
院
を
す
る
場
合
非
課

税
の
世
帯
の
方
で
、
食
事
の
減
額

を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
受
給
者
及
び
前
期
高

齢
者
の
方

証
の
更
新
に
つ
い
て

平
成

年

月

日
に
法
改
正

に
よ
り
、
老
人
保
健
受
給
者
と
、

前
期
高
齢
者
の
該
当
者
に
は
お
手

元
に
負
担
区
分
を
明
記
し
た

老

人
受
給
者
証

と

国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証

（
前
期
高
齢

者
証
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
平
成

年

月

日
よ
り
新

し
い
負
担
区
分
を
明
記
し
た
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
（
老
人
保
健
受

給
者
証
は
負
担
区
分
が
変
更
さ
れ

た
方
の
み
交
付
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
届
い
て
い
な
い
方
は
そ
の
ま

ま
お
手
元
の
証
を
ご
使
用
く
だ
さ

い
）。
交
付
さ
れ
た
証
は
医
療
機

関
へ
か
か
る
際
に
、
お
手
元
の
保

険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

入
院
時
一
時
負
担
金
限
度

額
・
標
準
負
担
減
額
認
定
証

に
つ
い
て

老
人
保
健
受
給
者
証

と

国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
（
前

期
高
齢
者
証
）
を
お
持
ち
の
方
で

低
所
得
の
方
は
、
入
院
一
部
負
担

金
限
度
額
・
標
準
負
担
減
額
認
定

証
の
申
請
が
必
要
で
す
。

お
手
元
に
次
の
よ
う
な
証
が
あ

る
方
で
継
続
し
て
適
用
を
受
け
ら

れ
た
い
方
は
、
更
新
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
印
鑑
を
ご
持

参
の
上

月
中

に
日
高
村
役
場

税
務
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い

（
世
帯
の
課
税

状
態
に
よ
っ
て

は
継
続
し
て
認

定
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま

す
）。ま

た
、
新
た

に
入
院
を
さ
れ

る
方
に
つ
い
て

も
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
の

で
、
同
様
に
印

鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

税務課

入院時食事療養費

一般（課税世帯） 日 円

住民税
非課税
世帯等

日までの入院 日 円

過去 カ月の入
院日数が 日を
超える入院

日 円

一般（課税世帯） 日 円

住民税
非課税
世帯等

日までの入院 日 円

過去 カ月の入
院日数が 日を
超える入院

日 円

入院時の負担限度額

一般（課税世帯） 日 円

住民税
非課税
世帯等

日までの入院 日 円

過去 カ月の入
院日数が 日を
超える入院

日 円

一般（課税世帯） 日 円

住民税
非課税
世帯等

日までの入院 日 円

過去 カ月の入
院日数が 日を
超える入院

日 円
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平
成

年

月

日
か
ら
、
県
の
助
成

改
正
に
と
も
な
い
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

乳
幼
児

歳
未
満

現

行

全
額
助
成

改
正
後

全
額
助
成

歳

歳
未
満

現

行

全
額
助
成

改
正
後

市
町
村
民
税
課
税
世
帯

割
助
成

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

全
額
助
成
（
注

）

歳
以
上
就
学
前
ま
で

現

行

全
額
助
成

改
正
後

市
町
村
民
税
課
税
世
帯

割
助
成

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

全
額
助
成
（
注

）

注

幼
児
の
助
成
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
所
得
が
高
く
、
保
護
者
が

児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
、全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

食
事
療
養
費

現

行

全
額
助
成

改
正
後

助
成
な
し

月
か
ら
の
受
給
者
証

所
得
調
査
を
行
い
、
助
成
割
合
を
決
定

す
る
た
め
に
、
乳
幼
児
の
世
帯
に

月
提

出
用
の
申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
提

出
期
限
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
申
請
を
頂
き
ま
す
と
、
毎

年
の
更
新
申
請
は
不
要
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た
り
、
転

出
、
世
帯
異
動
、
出
生
等
の
異
動
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
従
来
ど
お
り
届
出
が
必
要
で

す
。
必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限

平
成

年

月

日

提
出
場
所

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

（
不
備
が
な
け
れ
ば
郵
送
可
）

母

子

母
子
医
療

現

行

全
額
助
成

改
正
後

入
院
食
事
療
養
費
助
成
な
し

新
し
い
受
給
者
証
（
有
効
期
限

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
）
は
、

月
末
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
医
療
費
係
ま
で

最
近
、
県
内
で
催
眠
商
法
ま
が
い
の
販

売
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

洗
剤
な
ど
を
無
料
で
配
り
、
商
店
街
の

空
き
店
舗
な
ど
を
借
り
、
客
集
め
を
し
た

う
え
で
、
販
売
員
が
巧
み
な
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
を
切
れ
間
な
く
続
け
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
消
費
者
は
一
種
の
催
眠
状

態
に
陥
り
、
あ
る
い
は

今
買
わ
な
い
と

損

だ
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
そ
の
場

で
ふ
と
ん
等
高
額
な
商
品
の
購
入
契
約
を

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
を
救
う
方
法
と
し

て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
い
う
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
で

し
ま
っ
た

と
思
っ
た
場
合
、

契
約
の
日
か
ら

日
間
は
解
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
書
き
方
や
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
役
場
産

業
振
興
課
（

）
ま
た
は

県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（

）に
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児

現

行

改
正
後

現

行

改
正
後

現

行

改
正
後

現

行

改
正
後

提
出
期
限

提
出
場
所

母

子
現

行

改
正
後

問
い
合
わ
せ
先

催
眠
商
法
に
ご
用
心

平
成

年

月

日
よ
り

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
・
母
子
医
療
費
助
成
制
度
が
改
正
に
な
り
ま
す
。
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今
回
か
ら
は

検
査
の

数
値
っ
て
な
ー
に

と
題

し
て
各
種
検
査
に
つ
い
て

書
い
て
み
ま
す
。

健
康
診
断
を

活
用
し
よ
う

健
康
と
は
、
失
っ
て
み

て
初
め
て
そ
の
大
切
さ
が

分
か
る
も
の
で
す
。
健
康

診
断
は
病
気
を
発
見
す
る

た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
健
康
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
自
分
の

生
活
習
慣
を
改
め
て
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

検
査
の
数
値
に
は
多
少

の
差
が
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、

回
分
だ
け
で

は
な
く
過
去
か
ら
の

経

年
変
化

を
見
る
よ
う
に

し
て
、
数
値
が
正
常
範
囲

内
で
あ
っ
て
も
大
き
く
変

動
し
た
と
き
は

何
か
変

わ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

か

と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

検
査
の
種
類

検
体
検
査

受
診
者
か
ら
採
集
し
た

検
体
を
分
析
し
ま
す
。

物
理
学
的
検
査

尿
や
血
液
の
成
分
や
性
質
を
化

学
的
に
分
析
す
る
。

形
態
学
的
検
査

組
織
や
細
胞
な
ど
を
顕
微
鏡
で

観
察
す
る
。

免
疫
、
血
清
学
的
検
査

細
菌
や
抗
原
を
調
べ
る
。

生
体
検
査

受
診
者
の
身
体
を
直
接
検
査
し

ま
す
。

生
理
学
的
検
査

血
圧
、
心
電
図
、
脈
拍
、
脳
波
、

筋
電
図
、
肺
機
能
検
査
な
ど
身
体

の
生
理
的
反
応
や
機
能
を
測
定
す
る
。

負
荷
機
能
検
査

受
診
者
に
一
定
の
負
荷
を
与
え

て
測
定
し
臓
器
の
状
態
を
診
断
す
る
。

内
視
鏡
検
査

内
視
鏡
を
挿
入
し
て
気
管
支
や

食
道
、
胃
、
胆
道
、
大
腸
な
ど
を

調
べ
る
。

画
像
診
断

線
、
超
音
波
、
電
磁
波
な
ど

を
利
用
し
て
頭
部
、
胸
部
、
腹
部

な
ど
の
画
像
を
観
察
す
る
。

そ
の
他
、
身
長
、
体
重
、
視
力
、

眼
底
、
眼
圧
、
聴
力
、
平
衡
機

能
な
ど
の
検
査
も
あ
り
ま
す
。

身
体
測
定

身
長
と
体
重
を
測
定
す
る
最
大

の
目
的
は
、
肥
満
度
を
測
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
基
準
と
し
て

（
肥
満
指
数
）
が
よ
く
用

い
ら
れ
ま
す
。体

重
（

）

身
長

（

）
身
長（

）で
計
算
し
、

以
上
を
肥
満
と
判
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の

が
男
女
と

も

の
と
き
に
高
血
圧
、
高
脂
血

症
、
肝
障
害
、
耐
糖
能
障
害
な
ど

の
有
病
率
が
も
っ
と
も
低
く
な
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で

と
な
る

体
重
を
理
想
と
し
た
の
が
標
準
体

重
で
す
。

標
準
体
重（

）
身
長（

）

身
長（

）

で
計
算
で
き
ま
す
。

肥
満
に
関
連
す
る
健
康
障
害

型
糖
尿
病

脂
質
代
謝
異

常

高
血
圧

高
尿
酸
血
症
・
痛

風

心
筋
梗
塞
・
狭
心
症

脳
梗

塞

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

脂

肪
肝

変
形
性
関
節
症
・
腰
椎
病

月
経
異
常
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
脂
肪
の
分
布
も

重
要
視
さ
れ
、
特
に
内
臓
脂
肪
型

肥
満
は
健
康
障
害
を
と
も
な
い
や

す
い
ハ
イ
リ
ス
ク
肥
満
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

次
号
以
降
も
各
検
査
に
つ
い
て

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高知保険医協会は県下の医師・歯科医師約 名で構成された団体です。下記の内容で朝 時から翌朝 時ま

で、 時間同じテーマのテープを流しています。健康テレホンサービスの電話番号は

です。

月 月曜日 電動歯ブラシを使ってみようかと考えている方に

火曜日 痔を切る時、切らない時

水曜日 夏の結膜炎

木曜日 寝ちがい

金曜日 海にいる有毒生物

土・日 乳幼児の医療費負担について

日曜日、祝日は前日、 月 日 月 日は 月 日と同じテーマが流れます。

HEALTH
 TELEPHONE

です。

ブラシを使ってみようかと考えている方に

る時、切らない時

膜炎

い

る有毒生物

の医療費負担について

月



広報ひだか 月号 （ ）

まず、毒蛇に咬まれたかどうかを調べる。

ヘビに咬まれた時、一番にしなければいけないことは、咬んだヘビが毒

蛇かそうでないかを見分けること

咬み痕から判断する
以下の図のとおり、各ヘビの咬み痕で判断できます。ヤマカガシの毒牙

は口の後部にあります。マムシ・ハブについては、口の前部にあります。

無毒ヘビとマムシ、ハブの咬み痕は全く違うことが判ります。これだけでも、マムシ、ハブに

咬まれたかどうかの判断基準になります。

咬まれたらするべきこと！
日本の毒ヘビの場合、注入された毒を取り出したり、症状を軽くしたりするために、素人にで

きる手当ては全くありません。 何もしなくても間違いではない と言われるくらいです。と

は言ってもしなくてはならないこともやはりあります。

患者を休ませる

患者を安心させる（数時間経っても、血清は有効に使える）

咬まれた局部を動かさないようにする

出来るだけ早く医療施設につれて行く

とにかく、あわてず さわがず さっさと病院へ行くこと！

平成 年度まむし抗毒素の購入実績のある医療機関
さくら病院 吾川郡いの町鹿敷

田村外科 波川

森木病院

仁淀病院

毒牙の位置

毒牙の位置



ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を 

や
め
ま
し
ょ
う 

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が 

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す 

　
野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を 

減
ら
そ
う 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 
◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に
より廃棄物の野焼きは一部の例外を除いて
禁止されています。 
◎野焼きは直接罰の対象となります。 

　３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方 

（ ） 広報ひだか 月号

月から 月頃は最も危険な時期です。

もしも、巣を見つけたら、絶対近づいたり振動を与えたりしないでください。

また、巣の駆除は素人では大変危険です。速やかに駆除処理業者に駆除の依頼をしましょう。

スズメバチは光るものや黒いものを目がけて襲い掛かってくるので、お出かけの際は服装に注

意してください。

スズメバチを見つけたら静かに低く伏せ、そっと後ろに下がってその場をしのいでください。

もしも、刺された時は、水でよく洗い流してすぐに医師の手当てを受けてください。

特に過去にスズメバチに刺されたことのある人が刺されると、呼吸困難等になり最悪の場合、

死亡することもあります。このような方は、一人で山に出かけることは控えるなどしてくださ

い。

中
央
西
福
祉
保
健
所

環
境
課

日
高
村
役
場

健
康
福
祉
課



広報ひだか 月号 （ ）

年

月

日

須
崎
市
立
市
民
文
化
会
館
に
て
、

年
度
高
岡
教
育
総
合
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

高
岡
郡
内

市
町
村
か
ら
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
者
が
集
い
、
各
地
域
の
様
々
な

取
り
組
み
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、

高
岡
郡
内
外
か
ら
約

、

人
の
参
加
者
が
あ
り
、

ス
テ
ー
ジ
部
門
・
ホ
ー
ル
部
門
・
販
売
部
門
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

日
高
村
か
ら
は
、【
ホ
ー
ル
部
門
（
展
示
発
表
・
展

示
）】
に

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

年
齢
や
障
害
に
関
係
な
く
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る

法
人
わ
の

わ
会

の
み
な
さ
ん
は
子

ど
も
た
ち
と
の
取
り
組
み

を
発
表
し
ま
し
た
。

朗
読
ひ
だ
か

の
み
な

さ
ん
は
、
普
段
の
活
動
内

容
と
、
日
高
の
民
話
の
朗

読
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま

た

日
高
民
話
の
会

の
み
な
さ
ん
は
、
手
作
り
の
紙

芝
居
を
展
示
し
ま
し
た
。

【
販
売
部
門
】
に
は
、
日
高
村

連
合
会

の

み
な
さ
ん
が
出
店
し
、
鮎
の
塩
焼
き
・
ト
マ
ト
の
ア
イ

ス
・
無
添
加
無
農
薬
の
パ
ン
・
お
茶
な
ど
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
日
高
村
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

熱
気
ム
ン
ム
ン
の
う
ち
に
フ
ェ
ス
タ
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
が
、
各
部
門
に
お
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
・
出

演
者
を
含
む
全
て
の
参
加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
こ
れ
ま
で
に
大
切
に
さ
れ
て
き
た
取
り

組
み
や
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
育
て
て
い
こ
う
と

新
し
く
生
ま
れ
た
取
り
組
み
に
触
れ
る
中
で
、

高
岡

を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
未
来
へ
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ

夢

笑
顔
。

会
場
内
に
は
夢
が
満
ち
あ
ふ
れ
、
笑
顔
の
花

が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
ま
し
た
。

法人 わのわ会

朗読ひだか

朗読ひだかと日高民話の会

日高村 連合会

日高村 連合会

高岡教育総合フェスタ開催！
テーマ 夢 笑顔



（ ） 広報ひだか 月号

中
村

梅
子

動
く
児
に
た
び

蹴
ら
れ
明
易
し

春
分
か
ら
夏げ

至し

に
か
け
て
夜
は
短
く
な
る

が
、
夏
の
夜
の
短
い
感
じ
を

短
み
じ
か

夜よ

ま
た
、

明あ
け

易や
す

し

と
い
う
。
掲
句
は
、
子
ま
た
は

孫
に
添
い
寝
を
し
て
い
る
場
面
を
想
像
す

る
。
た
び

蹴
ら
れ

と
詠よ

む
中
に
も

児
に
対
す
る
あ
た
た
か
い
情
。

岩
村

さ
と

夏
萩
の
花
の
重
さ
に
枝
垂
れ
る

萩
は
秋
の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
が
、
夏
萩
は

夏
の
う
ち
に
花
を
つ
け
る
。
掲
句
は
、
花

の
重
さ
に

と
夏
萩
の
特
徴
を
よ
く
と
ら
え

て
い
る
。

夏
萩
の
花
あ
る
枝
の
長
さ
か
な

は
星
野

立
子
（
虚
子
の
次
女
）
の
句
。

柏
井

皓
子

サ
ー
フ
ィ
ン
の
見
物
人
の
身
の
よ
ぢ
れ

団
扇
よ
り
と
び
発
さ
ふ
な
蜻
蛉
の
絵

門
田
の
ぶ
子

父
の
日
や
父
似
母
似
の
顔
揃
ふ

蜘
蛛
の
囲
や
太
き
獲
物
に
揺
れ
て
を
り片

岡

幸
枝

人
柄
の
団
扇
の
風
と
な
り
て
を
り

山
百
合
の
何
処
か
に
咲
い
て
い
る
香

川
瀬

晴
恵

親
子
し
て
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
う
ち
は
か
な

ダ
ル
マ
の
絵
描
い
て
昭
和
の
し
ぶ
う
ち
は

島
田

瞳

這
い
降
る
蔦
を
伝
い
て
雨
流
る

捻
り
花
踏
ま
ず
水
道
検
針
夫

鎮
西

美
緒

和
服
な
る
男
の
背
な
の
大
団
扇

採
り
な
が
ら
明
日
採
る
ト
マ
ト
定
め
を
り

中
山

美
根

手
を
引
い
て
小
さ
き
団
扇
を
子
に
持
た
し

白
絣
腰
に
団
扇
の
祖
父
想
ふ

南
部
記
代
子

田
の
溝
に
長
々
伸
び
る
蛭
蓆
ム
シ
ロ

空
梅
雨
の
ダ
ム
底
に
見
ゆ
旧
役
場

橋
詰
登
志
子

や
ん
わ
り
と
う
ち
は
が
話
ま
と
め
け
り

そ
の
う
ち
に
腰
の
団
扇
も
を
ど
り
だ
す浜

田

博
子

右
の
手
が
や
つ
ぱ
り
上
手
草
を
引
く

竹
筒
へ
百
の
団
扇
を
差
し
て
売
る

濱
田

幸

蜘
蛛
の
囲
を
頭
に
つ
け
夫
帰
る

道
お
し
へ
右
に
回
れ
ば
近
道
ぞ

森
下

花
子

今
は
亡
き
母
の
手
垢
の
渋
団
扇

老
い
て
尚
仕
入
れ
こ
だ
わ
る
初
鰹

伊
野
部
哲
也

長
電
話
団
扇
の
柄
も
て
背
中
掻
く

短
夜
の
嘘
に
つ
じ
つ
ま
合
わ
ぬ
こ
と

池
野
い
ち
び

読
み
止
し
の
団
扇
の
上
の
文
庫
本

と
り
い
そ
ぎ
南
瓜
の
棚
を
つ
ぎ
足
し
ぬ

メダカと遊ぼう！

去る 月 日 、初夏の日下川調整池において、日

高村グラウンドワーク推進協議会主催による 日高村

自然体験教室 が開催されました。

今回は、 メダカと遊ぼう！ をテーマに開催され、

村内外から親子 人が参加し、メダカや小さな魚を網

ですくって遊ぶとともに、メダカの特徴や生態につい

て学びました。

講師の生態系トラスト協会の長久保さんより、メダカと他の魚

（オイカワの子）との違いについて問われた子どもたちは、目の

前の水槽の魚をじっと観察しながら、 尾びれがメダカは三角形

だが、オイカワはハート形や！ とか、 メダカは下くちびるが

出ている。 など、元気に答えていました。

今回の自然体験教室の模様は、四国電力の広報紙 ライト ラ

イフ 月号 で特集記事として掲載されます。



「広報ひだか」は、
古紙配合率100％、再生紙を使用しています

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　 daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます!!
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年
度
ま
と
め

平
成

年
度
コ

ス
モ
ス
文
庫
の
利

用
状
況
な
ど
を
報

告
し
ま
す
。
統
計

数
字
は
す
べ
て
、

平
成

年

月

日
現
在
の
数
で

す
。ま

ず
は
、
図
書

館
の
蔵
書
で
す
が
、

、

冊
に
な

り
ま
し
た
。
登
録
者
数
（
貸
出
登
録
者
）
は

人
。
こ
れ
は
日
高
村
人
口
の

・

％
に

あ
た
り
ま
す
。
団
体
登
録
は

団
体
に
な
り

ま
し
た
。
団
体
で
の
登
録
は
、
村
内
学
校
の

各
学
年
、
保
育
園
な
ど
で
す
。

昨
年

年
間
の
利
用
統
計
は
、貸
出
が

、

人
、
貸
出
冊
数
は

、

冊

で
し
た
（
蔵
書
の

％
の
貸
出
率
）。
団
体

で
の
貸
出
は

回
で
し
た
。
ま
た
、
コ
ス
モ

ス
文
庫
の
統
計
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
コ
ス
モ
ス
文
庫
経
由
で
高
知
県
立
図
書

館
の
本
が

冊
、
貸
出
が
あ
り
ま
し
た
。
本

は
借
り
な
く
て
も
図
書
館
を
利
用
し
て
く
れ

た
人
も
含
め
る
と
、
去
年
は

、

人

の
人
た
ち
が
図
書
館
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

日
高
村
の
人
口
が

、

人
（
平
成

年

月
末
人
口
）
で
す
か
ら
、
人
口
以
上
の

利
用
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

図
書
館
の
活
動
と
し
て
は
、お
は
な
し
会
、

お
り
が
み
教
室
、
絵
本
づ
く
り
教
室
、
夜
の

図
書
館
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
他
機
関
と
の
連
携
活
動
と
し
て

は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
中
学
校
職
場
体
験

へ
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
館

施
設
の
貸
出
を
行
い
、
昨
年
は
英
語
教
室
、

各
種
会
合
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
館
か
ら

年
、
日
高
村
立
図
書
館
も
コ

ス
モ
ス
文
庫
の
愛
称
と
と
も
に
、
村
の
文
化

施
設
と
し
て
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
地

域
に
根
を
張
り
、
村
民
の
皆
様
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
図

書
館
を
目
指
し
、
今
後
も
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

夏
の
鳥
は
耳
で
探
そ
う
！

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
ま
ず
鳥
を

見
つ
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
と
こ
ろ

が
今
の
時
期
、
木
々
は
茂
り
放
題
、
草
は

生
え
放
題
で
な
か
な
か
鳥
の
姿
を
見
つ
け

る
の
は
難
し
い
。ま
し
て
や
暑
い
昼
間
は
、

鳥
も
活
動
し
て
い
な
い
の
で
、
な
お
さ
ら

難
し
い
。
早
朝
の
す
ず
し
い
う
ち
が
チ
ャ

ン
ス
だ
。

あ
る
植
物
の
専
門
家
が

鳥
は
え
い
の

う
。
む
こ
う
か
ら
呼
ん
で
く
れ
る
。
植
物

は
だ
ま
っ
ち
ゅ
う
き
、
探
す
の
は
た
い
へ

ん
じ
ゃ
。
と
話
し
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
、

植
物
に
比
べ
る
と
、
鳥
は
鳴
い
て
居
場
所

を
教
え
て
く
れ
る
。

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
、

キ
ョ
ロ
ロ
ロ

ロ
、
キ
ョ
ロ
ロ
ロ
ロ

と
尻
す
ぼ
み
の
声

だ
け
は
よ
く
聞
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
姿

を
み
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ

た
。
日
高
村
で
も
ち
ょ
っ
と
深
い
谷
に
入

れ
ば
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
そ

の
姿
は
木
の
葉
な
ど
に
じ
ょ
う
ず
に
隠
れ

て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
る
で
忍
者

の
よ
う
な
鳥
だ
。
今
年
、
そ
の
姿
を
や
っ

と
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
は
、

月
・

日
・
星
、
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ

と
聞
こ
え
る

声
で
鳴
く
の
で
、
三
光
鳥
と
名
付
け
ら
れ

て
い
る
。
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ

の
声
に
特

徴
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
聞
き
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
鳥
も
村
内
各
地
の
谷

間
の
山
に
入
れ
ば
姿
よ
り
声
を
先
に
確
認

で
き
る
。
薄
暗
い
林
の
中
を
長
い
尾
を
ひ

ら
ひ
ら
さ
せ
て
飛
び
ま
わ
り
、
姿
を
見
つ

け
て
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
な
か
な

か
く
れ
な
い
手
強
い
鳥
だ
。
し
か
し
、
口

笛
で

ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ

と
ま
ね
し
て
み

る
と
、
寄
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
息
子

と
一
緒
に
山
に
入
り
、
口
笛
で
サ
ン
コ
ウ

チ
ョ
ウ
を
呼
ん
だ
こ
と
で
、
少
し
だ
け
父

親
の
威
厳
を
保
て
た
こ
と
が
あ
る
。
息
子

の
小
学
校
卒
業
文
集
に
そ
の
時
の
こ
と
を

書
い
た
文
章
を
見

つ
け
て
、
に
ん
ま

り
し
た
こ
と
だ
っ

た
。夏

の
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

は
、
鳥
の
声
を
識

別
す
る
た
め
に
、

耳
を
鍛
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

最
近
は
鳥
の
声
の
入
っ
た

付
き
の
図

鑑
も
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
一
番
は
鳥
の

専
門
家
と
い
っ
し
ょ
に
山
に
行
く
こ
と

だ
。
た
と
え
ば
、
毎
月
第
二
日
曜
に
開
催

さ
れ
て
い
る
野
鳥
の
会
の

高
知
城
探
鳥

会

な
ど
が
入
門
者
に
と
っ
て
は
手
頃
な

学
習
の
場
だ
と
思
う
。
専
門
家
が
親
切
に

ガ
イ
ド
し
て
く
れ
る
の
で
、
家
族
連
れ
で

も
個
人
で
も
参
加
費
無
料
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
鳥
に
出
会
え
る
日
高
村
の

自
然
の
豊
か
さ
を
見
直
し
、
大
切
に
し
て

い
く
人
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
武
）

サンコウチョウ

アカショウビン

能
津
地
区
の
納
涼
祭
が
今
年
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

長
い
間
、
日
高
村
の
み
な
ら
ず
仁
淀
川
の
夏
の
風
物
と

し
て
皆
様
方
に
は
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
、
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。
今
年
も
住
民
手
作

り
の
楽
し
い
お
祭
り
は
健
在
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
全
員

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、

住
民
手
作
り
の
夜
店

カ
ラ
オ
ケ
大
会

お
ど
り

打
上
げ
花
火

な
ど
、
多
数
の
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時

月

日

時

日
時次

回
献
血
の
お
知
ら
せ

日
時

月

日

時
間

午
前

時

分

午
後

時

場
所

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

（

時
間
テ
レ
ビ
愛
は
地
球
を
救
う

に
お
い
て
）


